
＜第10時＞

(1) 本時の指導目標 〇これからの自分の食生活をイメージし、見通しをもたせる。

(2) 本時の評価規準 〇食生活に関心をもち、よりよくしようとしている。【関・意・態ア】

〇これからの自分の食生活をイメージし、実践のための見通しをもつことがで

きる。【工夫・創造ウ】

(3) 本時の指導過程 ※太字は、研究のねらいに迫るための３つの手立てを表す。

過
学習活動 教師の指導・支援

生徒の反応と評価

程 研究の手立て など

課 １ 家庭での実践課 ・家庭での実践課題②〔あるものクッキング煮 (３)工夫・実践 イ

題 題②〔あるものク 物編〕を画像で紹介し、お互いに意欲を高め

の ッキング煮物編〕 させるとともに、主に工夫点を評価すること 〇調理実習②の経験を基に意

把 の実践を報告し合 で、今後の家庭での実践のヒントにさせた。 識したことや工夫したこと

握 う。 ・火力に気を付けた。

・栄養バランスを考えて豆乳

を入れた。

・鶏肉で肉じゃがを作った。

・焼肉のたれを入れてみた。

＜プレゼンテーションソフト資料 兼 掲示用資料＞ ・かんころ煮じめを祖母に教

えてもらった。

・かぼちゃを煮ておやつにし

た。 など

２ 本日の学習目標 ・２回の調理実習と実習後の課題[あるもの

を確認する。 クッキング]の実践で、食生活をより良く

していくための大切な学習ができている 「うまそうー！」

ことを伝え、自信をもたせた。 「豚肉でもできますか？」

学習目標：これからの自分の食生活をイメージしよう

課 ３ ピラミッドチャ ・ピラミッドチャートを用い、学習内容を構造 (１)課題意識の持続 ア

題 ートを用いて「日 化させた。 【関・意・態ア】

の 常食の調理」の学 ・生徒の題材への取り組み方でよかったこ 〇観察 〇ワークシート

解 習を振り返り、こ とや頑張ったことを伝えて自信をもたせ、

決 れからの自分の食 意欲を高めさせた。

生活について考え ・画像や掲示物を使い、これまでの学習を

る。 振り返らせた。

☆材料：じゃがいも・豚
肉・たまねぎ・にんじん

☆調味料：ほんだし・砂
糖・しょうゆ・みりん

☆材料：じゃがいも・たま
ねぎ・にんじん・肉

☆調味料：砂糖・酒・みり
ん・しょうゆ・だし
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① 日常食の調理 ＜これからの自分に必要な考

の学習で学んだ え方＞

ことを整理する。 ・できるだけ手作りにこだわ

② 気付いたこと る。簡単な料理から始め作

感じたことを整 れるレパートリ－を増やす。

理する。 ・栄養バランスなどを考えて

③ ①②を基に、 <ピラミッドチャートで構造化している様子> 僕も時々料理を作ろうと思

食に対してどの う。

ような考え方が

これからの自分 【工夫・創造ウ】

に必要だと考え 〇ワークシート

るのか考える。

④ 今後の食生活 ・食生活のマイルール例を提示し、より具 ＜今後の食生活マイルール＞

のマイルールを 体的に立てさせた。 Ｏさん

３つ考える。 ・できるだけ手伝いをして、

自分でごはんができるように

なる。

・野菜をしっかりとる。

・冷凍食品はなるべく使わな

い。

Ｓさん

・料理や買い物は手伝う。

・できるだけ３食米にする。

・冷凍食品は控えめにする。

<ピラミッドチャート記入例>

＜交換した付箋より＞

４ 各班で、お互い ・班や全体で共有してアドバイスや感想を ・食品の安全を考えていると

のピラミッドチャ 交換し合うことで、実践への意欲を高め ころがいいと思った。

ートを見せ合い、 させた。 ・国産の物は安心安全でいい

感じたことやアド ・付箋紙を用いて、作業時間を短縮した。 と思った。

バイスを交換する。 ・お菓子を食べないのはいい

と思う。

・手伝いをするというルール

はいいと思った。
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活 ５ 教師による単元 ・数名の生徒のピラミッドチャートを用いなが (１)課題意識の持続 アイ

用 のまとめを聞く。 らまとめた。

・本題材での学びを例に、学習したことを基に

その時の状況に合わせて工夫して生活して

いくことが大切だということを確認し、今後

の生活をイメージさせるようにした。

６ 次時の学習内容

を知る。

＜板書＞

資料３ 「あるものクッキング煮物編」の実践報告例
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